
 

 

 

新年が開けて 1 月初旬は雪が降り、寒々としていましたが 1 月中頃からは春を思わせる暖かい気

候になり、半袖でも心地よく園庭を走り回る子どもたちの姿がみられました。インフルエンザも流行るこ

とはありませんでしたが、これからきっと寒い日がやってくるはずです。気を緩めることなく、手洗い、うが

いをしっかりし風邪の対策を万全に進めていきたいと思います。 

 さて、2 月は 1 年間の集大成になる“生活発表会”があります。普段のごっこ遊びが進化して、お話の

世界でごっこあそびが繰り広げられています。ばら、ふじ、もも組さんは自分たちで楽しむことから人に

観てもらいたいという意識に変わってきています。先日、劇の練習を観させてもらいました。保育室に入

ると顔つきが様々でした。「園長先生、私をみて！」と言わんばかりに役者のように大きな声でセリフを

言う子。「はずかしい！どきどきする」と言っている子。同じ配役の友だちと“ワイワイ ガヤガヤ”とただ楽

しんでいる子、と様々でした。生活発表会は、“たのしい”が基本です。そこから自分たちのルールがで

き、最終的には「劇を完成させよう」となっていきます。一人ひとり自分の課題を乗り越え、成長していく

ことを期待しています。きっとおうちの方でも、“ぼそぼそ”とセリフの練習をしていると思います。気負わ

せない程度で応援してください。さくら組さんは、担任との掛け合いを楽しみごっこあそびに浸っている

ようです。すみれ、たんぽぽ組さんは、お話の世界と普段の生活の流れをミックスして担任とのやり取り

を楽しんでいます。動画を見ていただきクラスの雰囲気を楽しんでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

  

  

              

 

 令和 7年２月１日 

篠山保育園園長 足立善一郎 ２月のささやまっこだより 

２月の行事予定表 

５日(水) リハーサル（もも、ふじ、ばら組：9時迄の登園）   

１7日(金） リハーサル(さくら組：通常登園) 

1４日（金） 生活発表会準備（早めにお迎えいただくと助かります） 

１５日(土） 生活発表会（さくら、もも、ふじ、ばら組） 

園内研究会 

２０日(木) 避難訓練 

2６日(水） 誕生会 

２８日(金） ひな祭りお茶会（もも、ふじ、ばら組） 

       3日、１７日…えいごであそぼう（ばら組） 

           １０日…えいごでそぼう（ふじ組） 

 

３月の行事予定表 

１１日(火) 誕生会 

１８日(火） 卒園式リハーサル（ばら組） 

1９日（水） お別れ会 

２１日(金） 卒園式・入園式準備 

２２日(土) 第 47回卒園式/第 48回入園式 

        園内研究会 

2５日(火） 避難訓練 

３１日(月） 新年度準備 

 

 

          １０日…えいごであそぼう（ばら組） 

       ３， １７日…えいごでそぼう（ふじ組） 

 

22日は、家庭保育 

にご協力ください。 

通常保育ですが、ご都合のつかれる方は早め

のお迎えにご協力ください。（午後 4時以降） 

        わくわくタイム 

 1年の後半になってくると、異年齢のクラスの友だちとも遊 

べるようになってきます。そこで、クラスの枠をはずして異年 

齢の友だちとの交流「わくわくタイム」を行いました。１階は、 

もも、ふじ、ばら組を合体し、各クラスにボーリングや魚釣り 

コーナー、せいさくコーナー等がありました。年長のばら組 

さんがゲームを仕切ったり、せいさくコーナーではもも組さん 

にやさしく教えてあげてくれたり、年上パワーを出していました。 

2階は、たんぽぽ組とさくら組を合体。（すみれ組さんは様子 

をみて参加検討中です）ジャンピングコーナー、お絵かきコー 

ナー、のりものコーナー等好きなところで遊びました。同じ遊び 

物でも違う所に設置されると、さらに遊び心 

をくすぐられるようです。 

音楽に合わせた曲太鼓 

に挑戦中！ 

    大人には？な子どもの行動にもワケがあります 

○2 歳児：おもちゃを独り占めして、友だちに貸そうとしません。 

 

＜行動の意味＞独占欲が強気なってきた表れです。 

  自分の好きなものは自分の物にしたい、とう欲求が芽生える時期で

す。しかも、2 歳児には自分の物と友だちの物の区別がまだつかない

うえ、貸したら戻って来るという意味が分かりません。そのため、お

もちゃの奪い合いも増えますが、そんなに目くじらを立てる必要はあ

りません。 

 

＜対処法＞使っている物は、貸してあげることだけを求めない。 

  貸してあげない子＝ダメな子、と大人は考えがちですがそんなことは

ありません。貸すか貸さないかは子どもが決めること。無理に貸さな

くてもいいのです。使っているものを「貸してあげなさい」と命令せ

ず、「どうしたい？」と聞いたうえで、貸したくない子どもの気持ち

を尊重して、「ごめんね、今遊んでいるから貸してあげられないの」

と、代弁することが大切。「たくさん遊んだら交代しようか？」な

ど、大人の考えを伝えるのもよいでしょう。 

「0歳児から 5 歳児行動の意味とその対応」今井和子著 


